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令和２年２月 21日発行 

 

「自律」と「自立」 

校長 前田浩之 

 

 中学校の新入生説明会で「自律」と「自立」について話をしました。中学校の３年間は，社会へ出る

ための準備の 3 年間だと私は考えています。 

 

 「自律」：自分を律する（コントロールする）こと。自らの甘えを克服すること。目標を立て，達成

のために自ら努力すること。 

 「自立」：自分自身の未来を生きること。親への依存を捨て，自分の力で生きていくこと。 

 

 私は 35 年間の教職生活の中で，特に中学生が大きく変化したことを感じています。それは，私が教

員になった頃と比べ，精神的な成長が遅れているということです。「スマホ依存」や「ゲーム依存」の

子どもたち。提出物の期限など基本的なルールが守れないのは「自律心」が育っていないこと。「親が

…。」と言い訳をするのは「自立心」が育っていないことです。そういう生徒が増えてきているのを強

く感じているのです。私が中学生のころは「親が…。」なんて言おうものなら，友人からは馬鹿にされ

るのが常でした。14 歳で立志式があり，侍の世界では大人になる「元服」という儀式があった事なども

学んだものです。 

 私は中学校教諭時代，多くは 3 年生を担任しました。進路を考える教育相談や，保護者も交えた３者

面談では必ず尋ねたものです。「君はどんな人生を生きていきたいの？」その問いに答えられる生徒の

進路決定は簡単です。「まだイメージがわかないので，とりあえず大学には行きたいです。」「そうか，

じゃあ普通科がいいね。大学に行きたいなら，この高校の進学実績がいいよ。」 「早くいろんな資格

を取って，お金をたくさん稼ぎたいです。」「君は手先が器用だから機械系に向いてるかもしれないね。

ここに色んな職業の本があるから，自分に向いていそうな仕事を探してごらん。高校選びはそれから

だ。」そのような生徒は，今でもしっかりした人生を生きています。 

 困るのは質問に答えられない，あるいは進路決定に保護者が強く口を出してくるケースです。自分自

身がない！だから，なんとなく高校を選び，途中でジレンマに陥り，進路変更をする教え子も多くいま

した。 

来月は卒業式。今年の卒業生が，自分自身で進路を決定したことを慶びたいと思います。これからど

のようなキャリアを生徒たちは作っていくのでしょうか。ノーベル賞作家のジョージ・バーナード・シ

ョーは次のような言葉を残しています。 

 

“ Life isn’t about finding yourself. Life is about creating yourself. ” 

（人生は自分を探すことじゃない。自分を創造することだ。） 

 

自分の未来は自分で創り上げていくもの。そこに「自立心」と「自律心」は必要不可欠なものです。

子どもは生まれたときから自立に向け成長しています。大切なのは手を離すタイミングです。「放任」

と「過保護・過干渉」，いずれも子どもの自立を妨げるものであることは意識したいものです。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

２月後半～３月 主な行事予定 

２/23(日) 奄美市まなび・福祉フェスタ 方言サミット 

２/28(金） 
小学校授業参観（なわとび大会）学級 PTA 

学校保健委員会 

３/２(月) 県立高校卒業式 

３/５(木) 公立高校入試（～６日） 

３/９(月) お別れ遠足 

３/12(木) 第 72回卒業式 

３/24(火） 小湊小卒業式 

３/25(水） 修了式 

３/27(金) 辞任式 

３/28(土) PTA送別会 

思い出のホームラン 

教頭着任のお知らせ 

 病気療養中の七夕健一教頭先生の後任として東城中

学校から 上村 直（かんむら すなお）教頭が着任

しました。新任教頭です。よろしくお願いします。 

 皆様に早く顔と名前

を覚えていただけるよ

う，地域行事にも積極

的に参加させてくださ

い。お願いします。 


